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【手続補正書】
【提出日】平成21年4月13日(2009.4.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ａ)　式(Ｉ)：
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【化１】

〔式中、
Ｒ１は水素、低級アルキル、低級アルコキシ－低級アルキル、アシルオキシ－低級アルキ
ル、カルボキシ－低級アルキル、低級アルコキシカルボニル－低級アルキル、またはフェ
ニル－低級アルキルであり；
Ｒ２は水素、所望により１個以上の同一または異なるラジカルＲ３で置換されていてよい
低級アルキル、シクロアルキル、ベンズシクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール基、
または０個、１個、２個もしくは３個の環窒素原子および０個もしくは１個の酸素原子お
よび０個もしくは１個の硫黄原子単または二環式ヘテロアリール基であり(いずれの場合
もこれらの基は非置換であるか、または単もしくは多置換されている)；
そしてＲ３はヒドロキシ、低級アルコキシ、アシルオキシ、カルボキシ、低級アルコキシ
カルボニル、カルバモイル、Ｎ－モノ－またはＮ,Ｎ－ジ置換カルバモイル、アミノ、モ
ノまたはジ置換アミノ、シクロアルキル、ヘテロシクリル、アリール基、または０個、１
個、２個もしくは３個の環窒素原子および０個もしくは１個の酸素原子および０個もしく
は１個の硫黄原子を含む単または二環式ヘテロアリール基であるか(いずれの場合もこれ
らの基は非置換であるか、または単もしくは多置換されている)；
または、Ｒ１およびＲ２は、一緒になって、所望により低級アルキル、シクロアルキル、
ヘテロシクリル、フェニル、ヒドロキシ、低級アルコキシ、アミノ、モノまたはジ置換ア
ミノ、オキソ、ピリジル、ピラジニルまたはピリミジニルでモノまたはジ置換されていて
よい４個、５個または６個の炭素原子のアルキレン；４個または５個の炭素原子のベンズ
アルキレン；１個の酸素および３個または４個の炭素原子のオキサアルキレン；または１
個の窒素および３個または４個の炭素原子のアザアルキレン(ここで、窒素は非置換であ
るか、または低級アルキル、フェニル－低級アルキル、低級アルコキシカルボニル－低級
アルキル、カルボキシ－低級アルキル、カルバモイル－低級アルキル、Ｎ－モノ－または
Ｎ,Ｎ－ジ置換カルバモイル－低級アルキル、シクロアルキル、低級アルコキシカルボニ
ル、カルボキシ、フェニル、置換フェニル、ピリジニル、ピリミジニル、またはピラジニ
ルで置換されている)であり；
Ｒ４は水素、低級アルキル、またはハロゲンである。〕
のピリミジルアミノベンズアミド化合物、および
　ｂ)　少なくとも１種のｍＴＯＲ阻害剤：
を含む、医薬的組み合わせ。
【請求項２】
　処置を必要とする対象における増殖性疾患の処置または予防のための、請求項１に記載
の医薬的組み合わせ(ただし、薬剤ａ)および薬剤ｂ)は該対象に同時にまたは連続して投
与してよい)。
【請求項３】
　薬剤ａ)が４－メチル－３－[[４－(３－ピリジニル)－２－ピリミジニル]アミノ]－Ｎ
－[５－(４－メチル－１Ｈ－イミダゾル－１－イル)－３－(トリフルオロメチル)フェニ
ル]ベンズアミドである、請求項１に記載の医薬的組み合わせ。
【請求項４】
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　白血病のための、請求項１に記載の医薬的組み合わせ。
【請求項５】
　ｍＴＯＲ阻害剤および４－メチル－３－[[４－(３－ピリジニル)－２－ピリミジニル]
アミノ]－Ｎ－[５－(４－メチル－１Ｈ－イミダゾル－１－イル)－３－(トリフルオロメ
チル)フェニル]ベンズアミドを含む、白血病の処置のための医薬的組み合わせ。
【請求項６】
　ｍＴＯＲ阻害剤がＲＡＤラパマイシン(シロリムス)およびエベロリムスまたはＲＡＤ０
０１から選択されるその誘導体／類似体；ＣＣＩ－７７９、ＡＢＴ５７８、ＳＡＲ５４３
、アスコマイシン(ＦＫ５０６のエチル類似体)、ＡＰ２３５７３およびＡＰ２３８４１か
ら選択される、請求項５記載の医薬的組み合わせ。
【請求項７】
　増殖性疾患の処置または予防のための、請求項１に記載の医薬組成物。


	header
	written-amendment

